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平成 27 年度 部長マニフェスト（評価及び検証） 

 

 

 

 

重点課題 ①           

 

 

（評価検証）平成２７年１２月３１日 

★何を目指すのか、目指すべき方向は？   

 

支出負担行為や支出命令書等の審査を適正かつ迅速に行い、効

率的で迅速な出納事務の執行を図ります。 

 

  

会計管理室の目標として、重点課題として「適正かつ迅速な出納 

事務の推進」と「公金の適正管理」を掲げ、組織として、その実現

に向けて取り組んでいます。 

市民の公金を預かっているという認識の下、適正かつ迅速な出納

事務を行い、定められた期日までに、適正な収納・支払事務を行う

ことにより、さまざまな市民サービスの実現に取り組んでいます。 

これを確実なものとするため、関係部局との連携を密にして、適

正かつ迅速な出納事務の執行を維持してまいります。 

 

 

 

 

会計管理者マニフェスト（評価及び検証） 

適正な予算執行と公金の適正な管理 

 

セルフレビュー（自己点検） 戦略課題の目標 

 難易度 

 B 
 達成 

自己評価 
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★その実現に向けて、今年度は何をするのか？  （評価検証）平成２７年１２月３１日 

 

予算の執行が法令を遵守し、適正に行われているか厳正に  

チェックするとともに、公金の適正な管理、公正な会計事務の確

保に努めます。 

 

  

資金前渡職員の公金管理方法について指導を行いました。具体的

には各課所有の金庫に公金以外の金品が混ざっていないか、前渡金

の清算が速やかになされているか、などの調査を実施いたしまし

た。概ね適正な公金管理がなされていました、精算が遅延している

場合なども見受けられたので、適切な指導を行いました。 

また、今年度の人事異動で会計職員の半数が異動となったため、

昨年度改訂した「支払及び出納審査マニュアル」、「決算書調整マニ

ュアル」を利用して、新たに配属された会計職員に対する内部研修

を実施しました。その結果、公正な会計事務の確保が図られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組結果・実施状況 施策推進上の目標 
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★その取組により、何をどのような状態にするのか？  （評価検証）平成２７年１２月３１日 

 

・予算の執行手続きが、法令等に基づき適正に行われているか慎

重に審査するとともに、迅速で正確な会計事務を行います。 

・安全性を最優先とした公金管理を行い、もっとも有利な方法で

余剰資金の運用を図ります。 

  

  

◎書類の不備や不適切な処理があれば、その都度、担当者に指導し 

て是正し、支払いの遅延が発生しないようにしました。また、支 

出の原因となる契約や物品の購入に係ることについては契約検 

査課と、予算の執行に関しては財政課と、さらに、報酬や賃金、 

旅費に関しては人事課と、など関係課と連携を密にして、適正な 

出納事務を行いました。さらに、資金前渡により現金を扱う担当 

課に適正な執行を行うように指導しました。 

◎余剰資金の運用については、もっとも有利かつ安全な方法による 

運用を図りました。 

 

 

★その取組により、何をどのような状態にするのか？  （評価検証）平成２７年１２月３１日 

 

・会計職員の審査能力の向上を計り、正確で迅速な会計事務を行

います。 

・余剰資金については、利率が有利で安全・確実な運用に努めま

す。 

 

 

  

◎内部研修会を実施した結果、新たに配属された会計職員の審査能 

力の向上が図られ、正確で迅速な会計事務を確保することができ 

ました。 

◎資金運用実績  対前年度比 57.9％増 

 H26 年度  3 口  407,499 円 

   H27 年度  5 口  643,317 円(１２月末現在) 

 

取組結果・実施状況 アウトプット 

取組結果・実施状況 アウトカム 
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  （評価日）平成２８年２月５日 

   

 

・余剰資金については、引き続き有利で安全な方法による運用を行うこと。 

・公金の取扱いについては日頃から適正管理に努め、事故等が起こらないよう十分注意すること。 

 

 

 

 

  （最終検証）平成２８年３月２５日 

 

  

・余剰資金の運用については、安全で利率の最も有利な金融機関に預けます。 

・指定金融機関への現金等の持ち出しに際しては、事故･盗難等不測の事態を招かないよう、厳重に留意をいたします。また、つり銭を貸

与している部署に対しても、公金の適正な取り扱いを日頃から指導してまいります。 

 

 

 

 

 

 

市長評価 （Ｂ）奨励 ： 頑張って目標を達成し、満足できる結果である。さらなる向上を目指してもらいたい。 

 

市長のコメント 

今後の取組の方向性など 


